





















































































































































【背景】NACSISとは国立情報学研究所（National Institute of Informatics以下NII）が
運営する目録所在情報サービス事業の名称で、NACSIS-CAT（総合目録データベー
ス）とNACSIS-ILL（図書館間相互貸借システム）の2つで構成されている相互貸借事
業である。前橋赤十字病院（以下当院）では以前よりNIIに所蔵情報を提供し、文献相
互貸借を行ってきた。当院では文献入手にかかる費用は個人負担のため依頼先の選
択は常に注意を払ってきたが、相殺不参加館では依頼を断られるケースや振込手数
料の高額化、医学分野以外の文献依頼の増加に加え、担当者の支払い業務の負担と
近年弊害が生じてきた。これらの問題を解決し、依頼先を拡幅し、文献を早急に入
手し、支払い業務を簡素化することを目的としてNACSIS-ILLと複写代金相殺サー
ビスへの参加を起案することとなった。施設として参加するにあたり、委員会検討
後に情報システム課や会計課など院内関係部署に運用について説明し、問題はない
か実働は可能かを確認してもらい、決済を経て2017年7月からILL業務を開始した。
【考察】文献複写の受付状況として参加以前は看護系学会誌が上位を占めていたが、
参加後は当院の特色でもある救急分野のレアな学会誌や入手困難な地域医学雑誌、
オンラインジャーナルの複写が増加した。受付施設としては赤十字以外の病院、大
学が急増した。【結論と課題】当院では1人職場であるため、サービスの継続が問題と
なるが、現況では受付件数は増加したが、担当者の依頼業務が容易となり、支払い
業務が激減したため、作業時間の負担が軽減された。また利用者側も振込手数料の
支払いが不要となったため経済的負担が減り、入手可能な文献が増えたことでサー
ビスの向上にもつながった。当院への申込件数増加したことで図書室蔵書の有効活
用と受入収入が増えたことで収益にもつながった。
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